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理
証
院
の
石
仏 

 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

 

理
証
院
は
現
在
の
石
川
県
金
沢
市
寺
町
五
丁
目
に
あ
っ
た
真
言
宗
寺
院
で
、『
加
能
郷
土

辞
彙
』(

昭
和
十
五
年 

日
置
謙)

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

金
沢
野
田
寺
町
に
在
つ
て
、
真
言
宗
に
属
し
て
ゐ
た
。
山
号
は
法
雲
山
。
万
治
元
年

前
田
利
常
か
ら
屋
敷
を
賜
は
り
、
諏
訪
大
明
神
を
奉
祀
し
て
そ
の
別
当
で
あ
つ
た
が
、

明
治
元
年
神
仏
混
淆
禁
止
の
後
諏
訪
神
社
と
な
つ
た
。
亀
尾
記
に
毎
年
七
月
廿
六
日

祭
礼
、
殊
に
夜
三
光
待
を
行
ふ
と
あ
る
。 

 

理
証
院
は
金
沢
二
十
四
地
蔵
霊
場(

通
称
犀
川
霊
場)

の
第
十
一
番
札
所
で
あ
り
、
金
沢

阪
東(

坂
東)

三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
の
第
二
十
七
番
札
所
で
あ
っ
た
。
明
治
初
頭
の
神
仏

分
離
の
際
に
廃
寺
と
な
り
、
諏
訪
神
社
と
し
て
残
さ
れ
た
。
理
証
院
で
行
わ
れ
て
い
た
二

十
六
夜
待
ち
は
、
諏
訪
神
社
の
三
光
さ
ん
神
事
と
し
て
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

廃
寺
と
な
っ
て
散
在
し
た
理
証
院
の
石
仏
を
尋
ね
て
み
た
い
。 

①
石
川
県
金
沢
市
豊
穂
町 

天
台
宗
観
音
寺 

 

観
音
寺
の
脇
堂
に
等
身
大
の
丸
彫
り
地
蔵
立
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
理
証
院
に
あ
っ

た
金
沢
二
十
四
地
蔵
霊
場
の
第
十
一
番
札
所
地
蔵
は
長
ら
く
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
が
、
理
証
院
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
観
音
寺
の
地
蔵
で
あ
る
こ
と
が
、
二
十

年
ほ
ど
前
に
市
内
の
郷
土
史
研
究
家
の
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。 

②
石
川
県
金
沢
市
寺
町
五
丁
目 

浄
土
宗
浄
安
寺 

諏
訪
神
社(

理
証
院
跡)

の
斜
め
向
か
い
に
あ
る
浄
安
寺
境
内
の
覆
い
堂
内
に
三
十
四
体

の
観
音
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
石
材
は
泥
岩
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
細
粒
の
砂
岩
で
あ
り
、

犀
川
の
川
石
と
思
わ
れ
る
。
細
部
ま
で
美
し
く
彫
ら
れ
て
お
り
、
石
工
の
技
量
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
多
く
の
個
体
に
彩
色
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
十
四
体
の
う
ち
、

三
十
三
体
観
音
に
属
す
る
も
の
は
十
数
体
ほ
ど
と
思
わ
れ
、
七
観
音
に
属
す
る
も
の
が
十

体
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
他
の
観
音
の
像
容
は
ど
ち
ら
に
も
属
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
な
尊
名

は
不
明
で
あ
る
。
滝
見
観
音
の
光
背
に
天
保
二
年
銘
が
確
認
さ
れ
る
。
堂
の
右
手
前
に
は

凝
灰
岩
製
の
角
柱
型
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
次
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

正
面 

 
 

「
觀
世
音
菩
薩
」 

 
 

右
側
面 

 

「
坂
東
■
廿
…
…
」 

「
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
」(

御
詠
歌
か
と
思
わ
れ
る) 

 
 

左
側
面 

 

「
天
保
三
壬
辰
歳
五
月 

理

□証
院
現
住 

賽
光
代
」 

 
 

裏
面 

 
 

「
明
治
二
巳
年
六
月 

理

□証
□院
…
…
」 

 
 
 
 
 
 
 

「
坂
東
二
十
七
番 

三
十
三
体 

密
誉
代
」 

 
 
 
 
 
 
 

「
觀
世
音
菩
薩 

當
山 

安

□誉
…
」 

石
塔
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
よ
る
と
、
天
保
三
年
に
理
証
院
の
賽
光
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
、

明
治
二
年
に
理
証
院
の
密
誉
か
ら
二
十
六
番
札
所
で
あ
っ
た
浄
安
寺
の
安
誉
へ
三
十
三
体

の
観
音
が
渡
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
観
音
の
台
石
に
は
近
隣
の
他
の
寺
院
名
が
刻

ま
れ
た
も
の
も
あ
り
、
観
音
も
全
て
が
理
証
院
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 
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②浄安寺の３４体の観音 

①観音寺の地蔵 

②浄安寺の多羅観音 ②浄安寺の准胝観音 ②浄安寺の瑠璃観音 ②浄安寺の滝見観音 

③大王寺の阿耨観音 ③大王寺の普悲観音 ③大王寺の施薬観音 

③
石
川
県
小
松
市
粟
津
町 

高
野
山
真
言
宗
大
王
寺 

大
王
寺
境
内
の
地
蔵
堂
内
に
、
石
材
や
手
法
が
浄

安
寺
の
も
の
と
酷
似
し
て
い
る
観
音
が
三
体
み
ら
れ

る
。
当
初
か
ら
大
王
寺
に
造
立
さ
れ
た
と
は
考
え
辛

い
こ
と
と
、
浄
安
寺
の
三
十
三
体
観
音
に
欠
損
し
て

い
る
像
容
の
三
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
証
院
よ
り

移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
理
証
院
か
ら
三
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
こ
の
寺
院
に
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が

ら
、
記
録
や
伝
承
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

お
わ
り
に 

 

真
言
宗
理
証
院
に
あ
っ
た
石
仏
が
、
天
台
宗
寺
院
、

浄
土
宗
寺
院
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た
真
言
宗
寺
院
へ

移
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。 

明
治
初
頭
の
神
仏
分
離
の
際
に
廃
寺
と
な
っ
た
寺

院
は
数
多
く
あ
る
の
で
、
他
の
寺
院
の
石
仏
の
行
方

も
尋
ね
て
み
た
い
。 

   

                            

②浄安寺の石塔 
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南砺市福野準堤寺 石龕 

高岡市戸出町四丁目 デカ地蔵（阿弥陀如来坐像） 南砺市今里神明宮 不動明王 

井
波
石
工 

七
次
郎 

 

尾
田 

武
雄 

 

 

井
波
石
工
の
存
在
に
つ
い
て
は
井
波
町
編
『
井
波
町
肝
煎
文
書
目
録 

古
文
書
』（
昭
和

六
十
年
刊
）
に
「
町
中
末
々
困
窮
に
付
助
成
願
書
」（
三
〇
頁
）
が
載
せ
ら
れ
『
井
波
町
史

下
巻
』（
一
一
三
頁
）
に
全
文
転
載
さ
れ
て
い
る
。
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
三
月
に
仁

右
衛
門
他
二
〇
名
が
肝
煎
・
組
合
頭
・
算
用
聞
に
対
し
、
石
山
希
望
者
に
一
五
〇
匁
の
役

銀
と
ひ
き
か
え
で
採
掘
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
以
後
採
掘
権
は
、
特
定
の
人
に
与
え
ら
れ

売
買
の
対
象
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
延
享
元
年
に
は
砺
波
市
三
合
新
の
千
光
寺
石
塔
が
建

立
さ
れ
、「
石
工
井
波
善
太
郎
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
一
）
に
は
、

新
た
に
石
山
を
開
き
、
北
川
村
の
石
屋
善
太
郎
に
一
年
銀
二
十
匁
で
採
掘
権
を
与
え
た
。

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
は
「
石
工
四
人
御
座
候
」（『
井
波
肝
煎
文
書
』）
と
あ
り
、
文

化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
は
石
山
の
採
掘
者
は
、
甚
右
衛
門
、
か
じ
屋
又
兵
衛
、
義
右
衛

門
、
清
次
郎
、
平
蔵
が
い
る
。（
『
井
波
肝
煎
文
書
』
） 

 

南
砺
市
井
波
の
隣
地
区
に
砺
波
市
庄
川
町
金
屋
が
あ
る
。
こ
こ
は
石
仏
制
作
の
祖
と
さ

れ
る
庄
兵
衛
が
越
前
国
の
石
工
に
つ
い
て
仏
神
彫
刻
の
修
業
を
し
た
の
が
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
と
さ
れ
、
一
生
の
間
に
一
千
体
の
石
仏
を
作
っ
た
明
治
の
名
工
が
い
て
、

石
仏
の
里
の
よ
う
な
感
が
あ
る
が
、
金
屋
石
工
よ
り
先
行
し
て
井
波
石
工
が
い
た
の
で
あ

ろ
う
と
想
像
で
き
る
。 

 

石
仏
に
関
し
て
の
在
銘
は
、
南
砺
市
今
里
の
神
明
宮
に
不
動
明
王
が
あ
り
背
面
に
「
井

波
石
工
七
次
郎
」「
慶
應
二
丙
寅
年
正
月
」
と
あ
り
幕
末
期
の
製
作
で
あ
る
。
ま
た
南
砺
市

福
野
の
曹
洞
宗
準
堤
寺
に
は
、
秋
葉
大
権
現
、
金
比
羅
大
権
現
、
不
動
明
王
を
刻
ん
だ
石

龕
が
あ
り
、
横
に
「
作
井
波
石
工
七
次
郎
」
「
慶
応
二
年
正
月
」
（
現
在
は
、
お
堂
に
入
り

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
が
あ
る
。
ま
た
高
岡
市
戸
出
町
四
丁
目
に
は
坐
像
な
が
ら

高
さ
二
四
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
二
四
セ
ン
チ
の
通
称
「
デ
カ
地
蔵
」
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
如

来
坐
像
が
大
き
い
お
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
お
堂
の
前
に
は
石
柱
に
「
南
無
古
中
大
地

蔵
菩
薩
」
と
彫
ら
れ
、
や
は
り
石
の
由
来
板
に
よ
る
と
「
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
か
ら

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
か
け
当
地
方
に
疫
病
が
流
行
し
て
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
多

数
の
病
死
者
を
だ
し
た
。
特
に
幼
児
が
多
く
其
の
悪
病
退
散
を
祈
願
し
且
供
養
の
為
に
、

古
戸
出
村
左
官
三
吉 

中
之
宮
村
桶
沢
又
七
が
発
起
し
て
大
地
蔵
尊
並
び
に
尊
堂
の
建
立

を
呼
び
か
け
町
内
住
民
競
っ
て
浄
財
を
持
ち
寄
り
井
波
町
石
工
七
次
郎
に
石
仏
を
依
頼
し

た
。
慶
応
三
年
（
一
九
二
三
）
五
月
大
石
坐
像
を
完
成
し
た
」
と
あ
る
。
井
波
石
工
七
次

郎
は
慶
応
年
中
頃
に
活
躍
し
た
石
工
で
あ
る
。
こ
の
幕
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
砺

波
地
方
で
は
石
仏
の
造
像
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 
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芦
峅
寺
閻
魔
堂
前
西
国
三
十
三
所
観
音
中
の
三
面
観
音 

 

平
井 

一
雄 

 

１
、
閻
魔
堂
前
の
石
仏
群 

富
山
県
立
山
町
芦
峅
寺
閻
魔
堂
前
に
は
約
５
０
基
の
石
仏
群
が
あ
る
。 

上
段
に
十
一
面
観
音
を
中
央
に
左
右
に
三
体
の
六
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
る
四
段
の
ひ

な
壇
が
あ
る
。
基
壇
下
部
に
は
石
塔
下
部
残
欠
、
板
碑
、
地
蔵
等
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

二
段
、
三
段
に
は
西
国
三
十
三
所
観
音
と
思
わ
れ
る
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
三
十

三
所
観
音
の
内
、
三
番
、
二
十
番
、
二
十
一
番
、
二
十
六
番
、
二
十
八
番
が
不
明
で
あ
る
。 

二
段
目
中
央
の
上
部
が
斜
め
に
欠
損
し
た
三
面
観
音
は
番
数
部
分
は
欠
損
し
て
い
る
が

三
面
で
馬
頭
面
が
あ
る
の
で
二
十
九
番
松
尾
寺
馬
頭
観
音
と
判
断
し
た
。 

三
段
中
央
に
三
面
石
仏
が
二
体
あ
り
。
上
部
に
九
番
と
十
一
番
の
刻
銘
が
読
み
取
れ
る
。 

２
、
西
国
三
十
三
所
観
音 

観
世
音
菩
薩
は
三
十
三
種
の
変
化
身
で
こ
の
世
に
示
現
す
る
と
『
法
華
経
普
門
品
』
に

説
か
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
観
世
音
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
祀
る
三
十
三
寺
を
巡
礼
す
る
者
は

功
徳
が
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。 

西
国
三
十
三
所
の
観
音
を
調
べ
て
み
る
と
、
千
手
観
音
が
十
七
寺
、
如
輪
観
音
が
六
寺
、

十
一
面
観
音
が
五
寺
、
聖
観
音
が
二
寺
、
馬
頭
観
音
・
准
胝
観
音
・
不
空
羂
索
観
音
が
各

一
寺
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
七
観
音
の
一
つ
を
本
尊
と
し
て
い
る
。
野
外
は
石
像
で
屋
内
は

石
像
か
木
像
で
構
成
さ
れ
三
十
三
基
造
立
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
石
仏
事
典
』 

３
、
六
観
音
・
七
観
音 

真
言
系
教
義
で
は
千
手
観
音
、
聖
観
音
、
十
一
面
観
音
、
如
意
輪
観
音
、
准
胝
観
音
の

六
観
音
で
、
天
台
系
教
義
で
は
千
手
観
音
、
聖
観
音
、
十
一
面
観
音
、
如
意
輪
観
音
、
不

空
羂
索
観
音
と
す
る
。
准
胝
観
音
と
不
空
羂
索
観
音
を
配
し
七
観
音
と
す
る
場
合
も
あ
る
。 

４
、
准
胝
観
音
・
不
空
絹
索
観
音
・ 

馬
頭
観
音  

 
 

参
考
文
献
『
復
刻
佛
神
霊
像
圖
彙 

仏
た
ち
の
系
譜
』
伊
藤
武
美 

・
准
胝
観
音  

人
間
界
に
交
わ
り
衆
生
の
惑
業
を
破
り
、
延
命
除
災
救
児
の
諸
願
を
救
済
す
る
観
音
で

あ
る
。 

像
容
は
三
目
六
臀
が
普
通
で
、
宝
冠
に
一
化
身
を
頂
い
て
い
る
。  

一
手
は
合
掌
し
、
他
の
手
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
持
物
を
と
る
。 

・
不
空
絹
索
観
音 

不
空
絹
索
観
音
は
、
准
胝
観
音
に
か
わ
っ
て
六
観
音
と
な
っ
た
り
、
六
観
音
に
加
わ
り

七
観
音
な
ど
に
も
な
る
。
観
音
菩
薩
の
変
化
身
と
も
い
わ
れ
る
。
網
を
張
り
鳥
を
捕
え
、

糸
を
た
れ
魚
を
釣
る
よ
う
に
煩
悩
に
迷
え
る
衆
生
を
救
済
す
る
菩
薩
で
あ
る
。
像
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
異
像
が
多
い
。
図
彙
は
三
面
八
腎
で
、
第
一
手
は
合
掌
し
、
他
の
手
に
は
様
々

の
持
物
を
と
る
。 

・
馬
頭
観
音 

頭
上
に
馬
頭
を
頂
き
、
畜
生
道
の
尊
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
観
世
音
の
化
身
で
煩
悩
を
断

じ
る
功
徳
が
あ
る
。
忿
怒
相
で
、
石
仏
で
は
馬
の
病
気
と
交
通
安
全
を
祈
願
す
る
。 

一
面
二
臂
、
三
面
八
臂
、
像
容
は
種
々
あ
る
。
斧
鉞
、
金
剛
杵
、
弓
箭
な
ど
の
武
器
を

持
ち
、
二
手
は
根
本
印
を
結
ぶ
。 

５
、
三
面
多
臂
の
由
来 

「
准
胝
観
音
」
の
成
立
背
景
に
テ
ュ
ン
ダ
ー
陀
羅
尼
と
い
う
聖
句
が
あ
り
、
修
行
者
が

深
い
瞑
想
の
な
か
で
、
こ
の
陀
羅
尼
を
唱
え
る
と
、
そ
れ
が
尊
像
の
か
た
ち
と
な
っ
て
眼

前
に
独
尊
で
一
面
四
臂 

、
一
面
二
臂
、
三
面
二
十
六
臂
の
姿
が
現
れ
た
と
い
う
。 

「
不
空
羂
索
観
音
」
は
梵
名
を
ア
モ
ー
ガ
・
パ
ー
シ
ャ
と
い
い
、
ア
モ
ー
ガ
を
不
空
、

バ
ー
シ
ャ
を
羂
索
と
訳
し
不
空
羂
索
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
観
音
が
初
訳
の
「
不
空
羂
索

呪
経
」
以
来
、
そ
の
画
像
に
お
い
て
大
自
在
天
す
な
わ
ち
ヒ
ン
ズ
ー
経
の
シ
ヴ
ァ
神
、
ブ

ラ
フ
マ
ー
神
な
ど
の
多
面
多
臂
の
姿
を
取
り
入
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

日
本
の
不
空
羂
索
、
准
胝
観
音
は
後
世
に
「
准
」
を
不
空
の
意
と
し
「
胝
」
を
羂
索
に

当
て
て
二
尊
同
体
と
す
る
説
も
あ
る
。 

参
考
文
献
『
日
本
の
美
術
№
３
８
２
不
空
羂
索
・
准
胝
観
音
像
』 

芦
峅
寺
閻
魔
堂
前
の
三
十
三
所
観
音
の
「
不
空
羂
索
観
音
」「
准
胝
観
音
」
も
こ
れ
を
製

作
し
た
石
工
が
二
尊
同
体
と
考
え
て
三
面
多
臂
石
仏
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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全
国
の
三
十
三
所
観
音
の
本
尊
一
致
率
を
調
査
し
て
お
ら
れ
る
広
瀬
茂
氏
は
三
面
の
准

胝
観
音
は
複
数
箇
所
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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移
動
明
王 

 

富
山
県
南
砺
市
の
神
社
の
不
動
明
王 

 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

富
山
県
南
砺
市
の
神
社
の
不
動
明
王
に
関
し
て
は
、
尾
田
武
雄
氏
に
よ
り
会
報
第
66
号

に
「
お
宮
さ
ん
に
不
動
明
王
が
鎮
座
さ
れ
る
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の

不
動
明
王
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
移
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
が
、
他
の
不

動
明
王
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
対
象
は
「
神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
」、

「
以
前
は
神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
」
、
「
神
社
が
祭
礼
等
に
関
与
し
て
い
る
」
、「
以

前
は
神
社
が
祭
礼
等
に
関
与
し
て
い
た
」
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
石
造
不
動
明
王

と
し
た
。
ま
た
、
神
社
の
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動
明
王
に
つ
い
て
も
確
認
の
た
め

調
査
を
行
っ
た
。 

 

旧
南
山
見
村
は
真
言
系
の
修
験
山
伏
が
多
く
居
住
し
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
石
造
不
動

明
王
の
造
立
数
が
多
い
。
神
社
境
内
に
み
ら
れ
る
不
動
明
王
も
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
お

り
、
隣
接
し
て
い
た
地
域
に
も
若
干
数
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
真
言
系
の
修
験
山
伏
が

多
く
居
住
し
て
い
た
地
域
ゆ
え
に
、
明
治
初
頭
の
廃
仏
毀
釈
が
特
に
強
行
さ
れ
た
。
山
見

八
幡
宮
や
井
波
八
幡
宮
で
も
多
く
の
仏
像
が
受
難
に
遭
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

い
つ
頃
か
ら
神
社
境
内
に
不
動
明
王
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
の
造
立
地

や
そ
の
後
の
移
動
な
ど
に
つ
い
て
、
文
献
資
料
の
確
認
や
現
地
で
の
聞
き
取
り
を
主
体
に

調
査
を
行
っ
た
。 

①
旧
井
波
町
山
見
八
幡
宮
境
外
参
道
脇 

近
く
の
薮
田
清
水
に
造
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
清
水
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
八

幡
宮
境
内
参
道
へ
移
さ
れ
た
。
昭
和
初
期
、
境
内
へ
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
境
外
参

道
の
現
在
と
は
別
の
場
所
へ
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
年
頃
、
道
路
拡
張
に
伴
い
境

外
参
道
脇
の
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

 
 

以
前
は
山
見
八
幡
宮
の
山
森
宮
司
に
よ
り
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
木
造
祠
内
、
浮
彫
り
座
像
。
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
銘
文
未
確
認
。 

②
旧
山
野
村
岩
屋
古
宮(

神
明
宮
跡
地) 

 
 

明
治
初
期
に
庄
川
の
河
原
で
発
見
さ
れ
、
神
明
宮
境
内
へ
持
ち
込
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
、
近
隣
六
ヶ
村
の
神
社
合
祀
に
伴
い
、
神
明
宮
は
山
斐
神
社
に

合
祀
さ
れ
た
が
、
不
動
明
王
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
明
治
四
十
五
年
、
神
明
宮
の
御
神

木
で
あ
っ
た
大
杉
の
東
側
に
祠
を
建
て
納
め
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年
、
大
杉
の
西
側
へ
移

さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

 
 

以
前
は
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
途
絶
え
た
。
木
造
祠
内
、
浮
彫
り
座
像
。

銘
文
な
し
。 

③
旧
南
山
見
村
今
里
神
明
宮
境
内 

 
 

集
落
内
の
四
ツ
辻
に
造
立
さ
れ
た
。
明
治
時
代
の
村
道
新
設
の
際
に
も
、
特
に
移
動
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
五
十
三
年
頃
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て

い
る
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
慶
應
二
丙
寅
年
正
月
／
井
波
石
工
七
次
郎
」。 

④
旧
南
山
見
村
川
原
崎
天
満
宮
境
内 

造
立
地
不
明
。
昭
和
五
十
三
年
頃
の
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
記
録
や
伝
承
を
確
認
で
き
な
い
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て

い
る
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
左
側
面
「
明
治
十
三
年
辰
三
月
」。 

⑤
旧
南
山
見
村
谷
大
森
神
社
境
内 

現
在
地
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
西
の
大
森
神
社
境
外
参
道
脇
に
造
立
さ
れ
た
。
昭
和
後
期

の
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て

い
る
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
二
十
年
八
月
建
■
」
。 

⑥
旧
南
山
見
村
連
代
寺
路
傍 

 
 

現
在
地
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
の
矢
於
留
神
社
旧
境
外
参
道
脇
に
造
立
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

井
波
八
幡
宮
の
綿
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て

い
る
。
木
造
祠
内
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
廿
一
年
十
一
月
■
…
」。 
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⑦
旧
南
山
見
村
東
城
寺
八
幡
社
境
内 

 
 

集
落
外
れ
の
山
中
に
造
立
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
は
明
治
十
一
年
に
現
在
地
へ
遷
座
さ
れ

た
旧
八
幡
社
跡
地
付
近
で
あ
る
。
そ
の
後
八
幡
社
境
内
東
側
へ
移
さ
れ
、
さ
ら
に
境
内
整

備
に
伴
い
境
内
西
側
の
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
。 

井
口
神
明
宮
の
井
頭
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て

い
る
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治
廿
八
年
乙
未
三
月
建
之
／
作
者
森
川
栄

□次

□郎
」
。 

⑧
旧
南
山
見
村
沖
神
明
社
境
内 

 
 

現
在
地
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
の
神
明
社
境
外
参
道
脇
に
造
立
さ
れ
た
。
神
社
の

裏
を
流
れ
る
河
川
が
頻
繁
に
氾
濫
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
年
頃
に
河
川
は
神
社
前
へ
移
設

さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
現
在
河
川
が
あ
る
位
置
に
建
て
ら
れ
て
い
た
不
動
明
王
は
現
在

地
へ
移
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
境
内
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
て
い
た
社
号
標
柱
と
共
に
、
石

積
の
基
壇
上
に
並
べ
ら
れ
た
。 

以
前
は
院
瀬
見
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
善
休
寺
に
よ
り
仏
式
の
講
が
行
わ
れ
て
い
た
が

現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
左
側
面
「
明
治
二
十
九
年
九
月
建
之

子
供
連
中
」。
裏
面
「
森
川
作
」
。 

⑨
旧
広
塚
村
石
田
立
山
社
境
内 

近
く
の
路
傍
に
造
立
さ
れ
、
そ
の
後
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
確
か
な
記
録

や
伝
承
を
確
認
で
き
な
い
。 

現
在
は
祭
礼
や
講
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
正
面
下
部
「
願

主
髙
﨑
藤
三
郎
」。
左
側
面
「
大
正
五
年
十
二
月
二
十
四
日
建
之
／
世
話
方
惣
連
中
／
■
■

成
■
」。 

⑩
旧
高
瀬
村
雨
潜
神
明
宮
境
内 

造
立
地
不
明
。
移
動
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
不
明
。 

寺
家
日
吉
社
の
渡
貫
宮
司
に
よ
り
、
神
社
の
祭
礼
時
に
併
せ
て
神
式
祭
礼
が
行
わ
れ
て

い
る
。
木
造
祠
内
、
一
石
一
尊
の
不
動
三
尊
。
不
動
明
王
は
浮
彫
り
座
像
、
脇
侍
二
体
は

浮
彫
り
立
像
。
不
動
明
王
裏
面
に
俳
句
。
制
吨
迦
童
子
左
側
面
「

□石
工
金
屋
／
栄
次
郎
」。

衿
迦
羅
童
子
裏
面
「

□慶
應
二
丙
／
寅
季
夏
」。 

⑪
旧
北
山
田
村
高
畠
公
民
館
駐
車
場 

 
 

造
立
地
不
明
。
以
前
は
諏
訪
社
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
三
十
年
頃
に
現
在

地
へ
移
さ
れ
た
。 

祭
礼
や
講
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は
不
明
。
露
座
、
浮
彫
り
座
像
。
右
側
面
「
明
治

三
十
七
年
四
月
建
之
／
世
話
方
若
連
中
／
上
ハ
ナ
石
工
岩
城
竹
吉
」
。 

お
わ
り
に 

 

旧
山
野
村
高
屋
古
宮(

神
明
社
跡
地)

お
よ
び
旧
山
野
村
軸
屋
古
宮(

神
明
社
跡
地)

に
も

石
造
不
動
明
王
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
神
社
が
現
在
地
へ
遷
座
さ
れ
た
後
に
不
動
明

王
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
近
隣
寺
院
に
よ
り
開
眼
法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の

講
も
行
わ
れ
て
お
り
、
神
社
の
関
与
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

旧
井
口
村
川
上
中
神
明
社
石
段
脇
に
不
動
明
王
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
は

集
落
共
有
地
で
あ
り
、
神
社
は
不
動
明
王
に
関
与
し
て
い
な
い
。
蛇
喰
の
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
正
覚
寺
に
よ
り
、
仏
式
の
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。
旧
蓑
谷
村
西
明
の
西
明
神
社
近
く

に
も
不
動
明
王
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
西
明
の
真
宗
大
谷
派
浄
円
寺
に
よ
り

仏
式
の
講
が
行
わ
れ
て
い
る
。
南
砺
市
に
は
他
に
も
神
社
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動

明
王
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
神
社
が
関
与
し
て
い
る
も
の
は
他
に
確
認
し
て
い
な
い
。 

 

神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動
明
王
は
、
お
そ
ら
く
全
て
が
後
に
他
所
か
ら
移
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
な
要
因
は
区
画
整
理
で
あ
っ
た
。
動
か
な
い
か
ら
不
動
明
王
と
称

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
動
か
さ
れ
て
い
て
は
不
動
明
王
で
は
な
く
移
動
明
王
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
仏
像
で
あ
る
不
動
明
王
が
神
社
入
り
口
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の

が
自
然
に
見
え
る
の
は
、
蓮
座
で
は
な
く
岩
座
に
よ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

参
考
資
料 

『
井
波
の
石
仏
と
お
堂 

第
一
集
』
井
波
町
教
育
委
員
会 

『
井
波
の
石
仏
と
お
堂 

第
二
集
』
井
波
町
教
育
委
員
会 

「
神
社
に
坐
る
不
動
明
王
た
ち
」
西
田
栄
一 

『
日
本
の
石
仏 

第
96
号
』
日
本
石
仏
協
会
よ
り 

「
お
宮
さ
ん
に
不
動
明
王
が
鎮
座
さ
れ
る
」
尾
田
武
雄 

『
北
陸
石
仏
の
会
会
報 

第
66
号
』
よ
り 

『
南
砺
市
郷
土W

ik
i

』 
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神社境内に建てられている不動明王 今里神明宮 

①山見八幡宮境外参道脇 ②岩屋古宮(神明宮跡地) ③今里神明宮境内 ④川原崎天満宮境内 

⑤谷大森神社境内 ⑥連代寺路傍 ⑦東城寺八幡社境内 ⑧沖神明社境内 

⑩雨潜神明宮境内 ⑨石田立山社境内 ⑪高畠公民館駐車場 

                            

              



9                 北陸石仏の会々報 第６８号   2022/12/15             

 

妙法蓮華経碑 永仁７年大日板碑 

第
63
回
例
会
報
告(

能
登
甘
田
の
石
仏
め
ぐ
り)

 
 

白
江 

秋
広(

砺
波
市) 

 

「
北
陸
石
仏
の
会
」
の
１０
月
２
日
の
例
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

能
登
地
方
は
、
以
前
か
ら
中
世
石
造
物
の
宝
庫
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

地
を
訪
れ
実
物
に
お
目
見
え
す
る
と
、
さ
す
が
に
多
様
な
石
造
物
群
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

日
帰
り
コ
ー
ス
で
１３
カ
所
を
巡
り
ま
し
た
が
、
①
名
号(

題
目)

塔
、
②
笠
塔
婆
、
③
板

碑(

種
子
、
陽
刻
、
線
刻)

、
④
五
輪
塔
、
⑤
如
来
形
仏
、
⑥
地
蔵
、
⑦
そ
の
他(

石
積
六
体

地
蔵
石
幢
、
鬼
、
灯
篭
、
不
動
明
王
、
双
体
如
来
等)

を
拝
見
し
ま
し
た
。
自
分
の
記
憶
と

当
日
の
写
真
記
録
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
約
77
体(

残
欠
も
含
む)

を
見
た
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
特
に
気
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
1 

法
華
宗
に
係
る
遺
構
―
日
蓮
宗
の
妙
成
寺(

中
世
～)

や
本
成
寺
が
現
存
し
て

お
り
、
法
華
経
の
題
目
塔
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
ー
私
の
住
む
砺
波
地
方
で
は

浄
土
真
宗
一
色
に
染
め
ら
れ
、
近
世
以
降
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
塔
が
建
て
ら
れ

た
が
、
法
華
宗
の
遺
構
は
見
当
た
ら
な
い
。
砺
波
地
方
の
中
世
の
有
力
土
豪
で
あ
っ
た
木

船
城
の
石
黒
左
近
や
庄
川
壇
之
城
に
拠
る
石
黒
氏
は
法
華
門
徒
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

織
田
信
長
の
謀
殺
や
一
向
一
揆
の
圧
迫
に
よ
っ
て
没
落
し
、
法
華
宗
の
気
配
の
あ
る
記
憶

が
ほ
と
ん
ど
残
さ
さ
れ
て
い
な
い
。
能
登
で
は
、
永
仁
２
年
に
日
像
に
よ
っ
て
日
蓮
宗
が

弘
通
さ
れ
た
と
伝
え
、
志
賀
町
福
野
「
妙
法
蓮
華
経
碑
」(

正
安
４
年
５
月)

を
嚆
矢
と
し

て
、
以
降
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
２ 

記
年
銘
の
あ
る
板
碑
―
志
賀
町
に
は
、
記
年
銘
の
有
る
板
碑
が
３
基
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、「
正
應
４
年
大
日
板
碑
」
―
北
陸
地
方
に
現
存
す
る
最
古
の
在
銘
板
碑 

(

共
同
墓

地)

、 

二
つ
は
、「
永
仁
７
年
大
日
板
碑
」
―
薬
研
彫
の
く
っ
き
り
し
た
「
バ
ン
」
に
蓮
座
を
添
え

た
優
品(

志
賀
町
保
管) 

三
つ
は
、「
一
字
金
輪
板
碑
」
―
一
字
金
輪
の
種
子
・「
ボ
ロ
ー
ン
」
を
初
め
て
見
ま
し
た
。

種
子
を
円
相
・
火
焔
・
蓮
座
で
荘
厳
祖
装
飾
し
た
丁
寧
な
作
り
。
嘉
暦
２
年
の
銘
有
り
。 
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妙成寺五重塔前にて記念撮影 

石積六角地蔵石幢前にて記念撮影 

そ
の
３ 

石
積
六
角
地
蔵
石
幢
―
こ
れ
は
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
石
幢
で
す
。
東
を
向
い
て
い
る

意
富
志
麻
神
社
の
参
道
を
通
っ
て
本
殿
を
過
ぎ
る
と
、
境
内
の
西
側
に
は
日
本
海
が
広
が

っ
て
い
る
。
陸
と
海
と
が
両
方
見
渡
せ
る
位
置
に
、
六
角
形
に
切
り
石
が
積
み
上
げ
ら
れ

た
石
塔
が
あ
り
、
六
面
そ
れ
ぞ
れ
に
地
蔵
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る(

現
在
一
面
の
み
は
五
輪

塔
陽
刻
板
碑)
。
四
方
八
方
か
ら
の
災
厄
を
六
体
の
地
蔵
尊
が
防
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

伝
承
も
含
め
て
、
海
の
交
流
が
盛
ん
な
能
登
な
ら
で
は
の
石
塔
と
い
う
べ
き 

 

 

終
わ
り
に
、
今
回
の

「
石
仏
め
ぐ
り
」
に
初
参

加
い
た
し
ま
し
た
が
、
盛

り
沢
山
な
メ
ニ
ュ
ー
に

も
拘
ら
ず
あ
く
せ
く
感

が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
ゆ
っ
た
り
し
た
時

間
の
中
で
見
学
が
で
き

ま
し
た
。
名
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
・
滝
本
さ
ん
の
巧
み
な

誘
導
に
よ
る
も
の
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

         

    

 令和５年度の会費を同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


